
平成30年度京都大学防災研究所 一般研究集会「台風研究会」のご案内
―大規模・広域・複合台風災害の発生要因の理解と減災に向けて―

台風に伴う災害は広域的かつ複合的に発生します．

例えば，2017年の台風３号通過後に九州北部豪雨が発

生しました．また，台風５号の外縁部のレインバンド

により竜巻が発生しました．また，超大型の台風21号

により太平洋岸の広域にわたり高潮が発生しました．

本研究集会では，異分野の研究者が一堂に集い，それ

ぞれの視点からの研究成果を交わすことで，大規模

化・広域化・複合化する近年の台風災害の発生メカニ

ズムを解明し，その減災対策を提案することを目的と

します．

本研究集会では，「台風」を共通のキーワードとし

て，気象学，海洋学，風工学，土木工学，情報学，生

態学といった様々な分野の研究者，予報実務者，土木

技術者，施策担当者，報道関係者などが産・官・学の

垣根を越えて交流し，過去・現在・未来の顕著台風に

伴う災害について分野横断的に多角的に議論します．

特に，次世代の台風災害研究を担う大学院生の皆さん

の積極的なご参加ご発表を期待しています．興味と関

心のある方は是非ご参加下さい．

研究代表者：吉野 純（岐阜大学工学部）

防災研担当者：竹見哲也（京都大学防災研究所）

主催：京都大学防災研究所

共催：岐阜大学工学部附属応用気象研究センター

日時：2018年９月27日（木），28日（金）

場所：京都大学宇治キャンパス

防災研究所連携研究棟３階大会議室

(JR奈良線黄檗駅，京阪電車黄檗駅より徒歩約

10分）

講演をご希望の方は，2018年７月31日（火）まで

に，講演題目や講演者名などの情報を合わせて下記の

問い合わせ先メールアドレス宛にお申し込みくださ

い．旅費の支給をご希望の方は，その旨もお知らせく

ださい．参加のみご希望の方も，同様にご連絡くださ

い．原則として講演者を優先させて頂きます．支給で

きる旅費には限りがあるため，希望者数によっては完

全にご希望に添えるとは限りませんので，ご了承くだ

さい．また，観光シーズンで混み合う時期ですので，

早めに宿泊先を各自でご用意下さい．

問い合わせ先：

台風研究会2018事務局：

tcws2018＠storm.dpri.kyoto-u.ac.jp

詳細については下記Webをご覧ください．

https://www1.gifu-u.ac.jp/ amet/typhoon2018/

201809DPRI-Typhoon.html
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